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「多様な言語的文化的背景をもつ高校生のための学習環境づくり」
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2025年度 シンポジウム
外国人児童生徒等教育を担う教育者・支援者の育成

－『多様性の包摂』の実現に向けて－
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2025年度 研修Ａのねらい
本研修では高等学校における日本語学習支援に関して、「日本語指導」
を、外国人生徒等が、その多様性を活かして主体的に参加し、新たな価値を
創造する「ことばの学習」のための「学習環境のデザイン」という視点で捉え
なおす。学習環境を、「活動」「人工物（教材・教具等のリソース）」「コミュニ
ティ（共同体）」の3つの側面からいかにデザインするか、事例や現場の取り
組みをもとに具体的に学ぶ。こうしてデザインされた環境における学習を通じ、
生徒たちが自身の潜在的な力に気づき、さらに能力を開拓し、自分の未来を
切り開き社会参加することを期待する。

空間 活動

教材・教具
（人工物・リソース）

共同体

（コミュニティ）

学習環境

第1回目研修

第3回目研修

第2回目研修

参考：山内祐平（2020）『学習環
境のイノベーション』ミネルヴァ書房



研修Ａ 1～3回のテーマ（オンライン実施）

日時 講義・グループワーク（GW）のテーマ 特別の教育課程実施校報告

6月8日
（日）
午前

講義： 学習環境としての活動のデザインについて
（齋藤ひろみ）
GW： 生徒の経験や力を活かす活動のアイディア

東京都立青梅総合高等学校
（永田明久）

7月6日
（日）
午前

講義： 学習環境としてのリソース（人工物）のデザ
インについて（小西円）
GW： 自身が使用した教材・教具について

東京都立杉並総合高等学校
（上園美弥）

8月3日
（日）
午前

講義： 学習環境としてのコミュニティ（共同体）のデ
ザインについて（市瀬智紀）
GW： 生徒が能動的に相互作用するコミュニティに
ついて

兵庫県立湊川高等学校
（金子大樹）

各回の資料や報告書は、本ユニットのHPからご覧いただけます。
https://kodomonihongo.u-gakugei.ac.jp/



第1回研修の様子 グループワーク：

生徒の経験や力を活かす活
動のアイディア

東京都立青梅総合高等学校
「特別の教育課程」による日本語
指導の取り組み より



第２回研修の様子 グループワーク：

自身が使用した教材・教具
について

東京都立杉並総合高等学校
「特別の教育課程」による日本語
指導実施校の取り組み より



第３回研修の様子 グループワーク：

生徒が能動的に相互作用す
るコミュニティについて

兵庫県立湊川高等学校
湊川高等学校における「日本語指
導」の取り組み2年目の実施状況 より



研修でねらいとする資質・能力 文部科学省 「外国人児童生徒等教育を担う教員の養成・研

修モデルプログラム開発事業」の「豆の木モデル」（日本語教育学会2019）にもとづき、下表の資質・能力の向
上を目指して、各回のテーマ及び内容を設定し、目標を具体化して、研修を実施する。

第
1
回

捉える力

育む力

変える力

エ 認知面の力と教科などの学力を年齢的な発達や学習経験を考慮して捉えることができる。
ク 子どもがどのよう自己像を描き、どのように社会参加し自己実現ができるかを、社会の変化とともに展望する
ことができる。

セ 学校内外の生活・学習に結び付けて、日本語や教科の指導・支援、内容と日本語を統合した指導・支援をするこ
とができる。

ヒ 子どもが自身の多様性を支援にして活躍できる教育を実施し、多文化共生を促すことができる。

第
2
回

捉える力

育む力

変える力

ウ 子どもの言葉の力を、日本語と母語の両言語を視野に入れ、言語能力の多面性に留意して測定したり評価し
たりすることができる。

ク 子どもがどのよう自己像を描き、どのように社会参加し自己実現ができるかを、社会の変化とともに展望する
ことができる。

ス 子どもの日本語の力を考慮して教材等を選んだり作成したりしてリソースを準備し、学習参加を促すことがで
きる。

ヒ 子どもが自身の多様性を支援にして活躍できる教育を実施し、多文化共生を促すことができる。

第
3
回

捉える力

育む力
変える力

キ 子どもの暮らしを地域の多文化化や外国人住民支援の状況に関連付けて把握することができる。
ク 子どもがどのよう自己像を描き、どのように社会参加し自己実現ができるかを、社会の変化とともに展望する
ことができる。

サ 子どもの母語、母文化、アイデンティティを尊重し、学級・学校・地域における社会参加を促すことができる。
ヒ 外国人児童生徒等が地域にもたらす影響を多様性として肯定的にとらえられるように、マジョリティである受
け入れ側に働きかけることができる。



参加者の属性（アンケート結果）

第1回研修 第2回研修

第3回研修

どの回も「教諭」
「講師」「指導員」
「地域支援者」の方

が多い



参加者の満足度（アンケート結果）

第3回目のアンケート結果（満足度）

各回において、講義・事例報告に関する満足度はおおむね高い。
話し合い（グループワーク）は一定程度「参加しなかった」層があるが
参加者の満足度は低くはない。（オンライン研修における課題）



めあてとした資質能力について

第3回目のアンケート結果（資質能力）

捉える力 キ 子どもの暮らしを地域の多文化化や外国人住民支援の状況に関連付けて把握することができる。
ク 子どもがどのよう自己像を描き、どのように社会参加し自己実現ができるかを、社会の変化とともに展望する
ことができる。

育む力 サ 子どもの母語、母文化、アイデンティティを尊重し、学級・学校・地域における社会参加を促すことができる。
ヒ 外国人児童生徒等が地域にもたらす影響を多様性として肯定的にとらえられるように、マジョリティである受
け入れ側に働きかけることができる。

今後も資質能力の意
識化を継続したい



参加者の声（アンケート自由回答から）
● 学習デザインにおいて、学習環境の４要素から捉える視点が興味深いと思った。資質・能力ベー
ス、主体性の重視、経験をもとにした新しい価値の創造など、日本語指導に限らず求められていると
ころかと思うが、それをいかに外国人児童生徒等の多様性や力を生かした形で特別の教育課程でも実
現していくのか「活動」をもとに検討することができ参考になった。ブレイクアウトルームでさまざ
まな立場の方と交流でき、交流の話題も明確であったので、有意義な時間となった。（第1回研修）
● 講義では、具体的な教材を使って具体的にどのような活動ができるかの提案があり、参考になっ
た。事例報告も内容が非常に具体的だったので、自分の勤務校との違いを照らし合わせながら聞くこ
とができた。また、話し合いも、具体的な教材名のほか、生成AIの活用の仕方など、今まで自分が考
えていなかったようなアイディアをもらうことができた。（第2回研修）
● 前から思っていたことではありますが、自分の教室内の改善にとどまっていてはいけないと改め
て感じました。講師の立場では難しい面もありますが、教諭の先生方に働きかけ、周囲を巻き込みな
がら、生徒たちの学習環境を少しずつでも改善していきたいと思います。私自身の向社会性を高めて
いく必要性を強く感じました。（第3回研修）
● 参考になったのは、教師の資質をはっきりと言語化し、具体例も示してくれたこと。ただ、これ
までの実践はどうだったのか、今後自分の実践でどのように具現化できるか、自分一人ではなかなか
客観的な振り返りも、今後の計画も立てにくいと感じている。国語科としての授業づくりは、いろい
ろ相談しながら行えているが、日本語の指導は相談できる環境にない。（第1回研修）

資質能力への言及、具体的な事例とアイディア 環境の難しさへの言及も→研修やGWの役割


